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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題は葉緑体、ミトコンドリアを 1 つずつしかもたない原始的真核生物シゾ

ンを用いて、核とオルガネラ間の相互作用から真核細胞構築原理を明らかにしようと

するものである。 

本研究課題の推進により、テトラピロールにより葉緑体から核への転写調節が生じ

ることを明らかにし、オルガネラの分裂が細胞分裂を制御していることを示したこ

と、また、ゲノム情報を用いた研究から、多くの原生生物が元来色素体を共生オルガ

ネラとしていたが、その後失ったとする可能性を指摘したことは、重要な成果である。

さらに、シゾンの形質転換法の確立は、今後この実験系を用いた研究の発展に大きく

貢献することが期待できる。 

本研究課題は、ユニークな生物の全ゲノム情報の完全解読を基礎にして核とオルガ

ネラ間の相互作用の研究に新しい展開をもたらしており、学術創成研究費に値するも

のとして高く評価される。 

 

  


